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ごあいさつ

このたび「ひまわり新聞」VOL.4を発行することになりました。

日ごろよりの皆さま方のご支援、ご理解に、心より感謝申し上げます。

今後とも、令和の新時代を担う子どもたちをいかに支援していくか、生まれたての赤ちゃ

ん、子どもたちが力を蓄え、頭脳も、心も、体もたくましく、そして 1 人も欠けること

なく、東金の宝として育っていってもらうために、行政の皆様と共に取り組んで参りたい

と思っています。そして若い人たちが、いろいろな分野に挑戦することを、後押しできる

地域社会、東金になれるよう、そんな環境を作るのが、私たちの役目だと思っています。

そのために自分で歩き、目で見て、耳で聞いたことを、しっかり頭で考え、十分な議論を交わし、より良い施策となる

よう、力を尽くして参りたいと思いますので、さらなるご支援、ご理解のほど、何卒よろしくお願いいたします。

東金市議会（３月・６月）定例会 一般質問質疑

質問：総合計画の策定にあたっては、

多様な立場の方々がそのプロセスに参

加することが大切であって、子育て施

策の推進も含め、女性職員の皆さまの

中にも、高い関心を秘めた方、また女

性ならではの視点からのお考え、ご意

見もおありかと思います。そのような

女性職員さんのネットワーク、また、

柔軟な発想を活かしたり、アイデアを

出し合うなどの環境や体制を作ってい

ただくことはできないでしょうか。

答弁：「庁内若手プロジェクトチーム」

の募集にあたっては、子育て世代の女

性職員でも参加できるよう、性別や職

種の制限を設けていません。メンバー

については、現在、企画課内で選考を

行っていますが、こうした点を考慮し

ながら人選を進めたいと考えています。

私の思い：総合計画策定の趣旨は、市

民一人ひとりをはじめとした、多様な

主体が、東金市の未来のあるべき姿に

向かって、何をすべきか考え、みんな

で力を結集し、行動していくための方

向性を明らかにするものであると、私

も認識しております。

新しい総合計画デザインの核となる

のは、やはり組織マネジメントだと考

えます。総合計画策定において、全面

的な市民参画と職員の主体的関与がな

されますよう、よろしくお願いします。

３月定例会一般質問
（個人質問）

1.次期総合計画の策定について

2.子育て支援策について

3.スポーツ振興について

３項目について質問

質問：市がスポーツを通じて、交流人

口の拡大や地域振興などの取組を行う

ためには、スポーツに携わる方々のご

協力が必要です。城西国際大学は様々

なスポーツに係る部活動も活発であり、

今後の市の取組において、城西国際大

学との連携・協力はより一層必要と考

えますので、スポーツを通じた取組に

おける大学との連携の展望についてお

伺いします。

答弁：城西国際大学は、これまでも様々

な分野でご協力をいただいており、ス

ポーツの分野ではサッカーや剣道、柔

道などの大会を、毎年、主催されるな

ど地域のスポーツ振興において大きく

寄与していただいています。

来年度は、東金アリーナをスタート

並びにゴール地点とするハーフマラソ

ンを企画しており、このイベントを行

う目的の1つとして交流人口の増加を掲

げ、市外からも広く参加者を募ること

を想定しています。ハーフマラソンで

は多くの方々が奉仕に集まるため、こ

の企画の運営、並びに参加者としても

城西国際大学のご協力は必要であり、

今後、詳細について大学との協議を行

う予定となっています。

このように本市においてスポーツを

通じた取組を行う上で、城西国際大学

との協力・連携は必要であり、継続・

発展させてまいりたいと考えています。

私の思い：城西国際大学は、人・物・

知識を備えた地域の財産であり、地域

社会の担い手として、本市においてま

ちづくりを進める上での貴重なパート

ナーです。

そして、東金市と城西国際大学が、

教育、文化、健康福祉、まちづくり、

そしてスポーツ等の各分野で、相互に

連携・協力していくことで、人づくり

や教育力の向上、地域の課題解決・活

性化など、地域社会の発展につながる

ものと考えます。今後も大学連携につ

いて積極的な取組を要望致します。



質問：前回の議会でも子育てアプリで

質問させていただきましたが、子育て

情報発信について、現在の検討状況に

ついて、進捗等がありましたらお伺い

します。

答弁：子育て情報発信についての検討

状況と進捗状況についてでございます

が、「新たな情報発信方法の検討」や

「子育て情報の共有」などを目的とし

て、子育て世代包括支援センターを所

管する子育て支援課及び健康増進課、

関連するこども課や教育委員会により

「子育て情報発信検討会議」という検

討グループを本年 3 月に設置し、既に

3 回の会議を実施いたしました。この

会議の中で、既に他市で導入されてい

る、「子育て支援アプリ」のデモンス

トレーションなどを行い、導入による

メリットや課題について検討を重ねて

おります。

私の思い：「子育て情報発信検討会議」

を立ち上げていただき、すでに 3 回の

会議を行っていただいているとのこと、

感謝します。まさに庁内連携です。

必要な情報が必要な方に届くことこ

そがとても大切なことだと考えます。

現在、子育て中の方、子育て世帯の

保護者の大半の方々が、スマートフォ

ンを利用されていらっしゃいます。こ

の、スマートフォンを利用した子育て

アプリは、子育てする方々にとってと

ても有効なツールになると考えます。

これからはペーパーレス、国会の議

会改革で今まさに取り組んでいるのが

このペーパーレス、そして、キャシュ

レス、スマートフォンで買い物から納

税、家計管理もアプリで、そしてオン

ライン診療など多岐にわたりスマート

フォンが利用されています。

実際、私も、子育て情報を確認する

にあたり、「広報とうがね」と市ホー

ムページを照らし合わせて、日程を確

認するのが大変なんです。児童館はこ

の日でとか、図書館は木曜日でとか。

ですから、この多くの方が利用される

スマートフォンでいつでもどこでも必

要な時に子育て情報を見ること、知る

ことができたらどんなに便利なことか

と思います。現在、調査、またご検討

いただいているとのことですが、私は、

東金の子育て世代の皆さまに必要な子

育てアプリの導入を今回も要望を致し

ます。

はい！

議長

質問：現在、宿泊型産後ケア事業を実

施していますが、今後、新たな取組を

お考えであればお伺いします。

答弁：宿泊型産後ケア事業につきまし

ては、支援者がおらず育児不安が強い

出産後 8 週までの方を対象と致しまし

て東千葉メディカルセンターへ委託し

実施しております。平成30年度は 6 名

の利用がございました。今後もこの宿

泊型産後ケア事業を継続しながら、産

後の支援体制の充実を図る取組につい

て、他団体の事例を研究し検討して参

りたいと考えております。

私の思い：核家族の増加に伴い、頼れ

るはずの親が近くにいなかったり、地

域との関係も希薄になるなど、他者か

らの子育て支援が、現在、期待できな

くなっています。また、お母さん自身、

自分の身体と向き合い、より良い産後

を過ごすことは、心身共に健康となり

自立した女性として子育てを楽しむこ

とにつながります。現在実施されてい

る宿泊型産後ケア事業の他にも、いわ

ゆる施設型の日帰り、それから助産婦

さんの家庭訪問による訪問型の産後ケ

ア事業などの「産後ケア」を実施、そ

して強く推奨していくことが女性の健

康を守ることにつながります。母子保

健の様々な課題を解決していくために

とても重要なことだと思いますので、

ご検討よろしくお願いします。

６月定例会一般質問
（代表質問）

1.福祉行政について

2.医療行政について

3.教育行政について

4.農業行政について

5.一般行政について

５項目について質問

5月22日、東金アリー

ナ武道場にて第１保

育所・ミニミニ運動

会が開催され、市内

各地からご参加いた

だいた36組の乳幼児と保護者の皆さまにお会いすることがで

きました。親子でのゲームから保育士さんの楽しい演出と読

み聞かせに子どもたちの目はキラキラ輝いていました。いつ

も思う事ですが、みんな絵本の読み聞かせがすごく好きなん

だなと、一所懸命にお話を聞いてるのをみて嬉

しくなりました。ミニミニ運動会に参加して改

めて、日々、事故のないように常に気配りを欠

かさない保育士さんたちのご努力に頭が下がり

ます。そしてお母さんたちの生のご意見をお聞

きする良い機会でした。来年も楽しみです。

TOPICS
5月16・17日、自民党本部にて「全国女

性議員政策研究会」が行われ参加してま

いりました。それぞれの分野でご活躍な

さっている講師の先生方の講義を受講さ

せていただきました。特に 2 日目は衆

議院議員小泉進次郎先生の「令和を国会

改革の時代に」のご講演に感激しました。

←写真は分科会 3 テーマの中

から「女性の健康」(講師奈良

県立医科大学教授小林浩氏)を

受講し、分科会

後学んだ内容を

皆さんで議論し

発表しました。この研修会で学んだ事を活かし、

女性の目線でこれからの生活や暮らしを考えた

活動を展開してまいりたいと思っています。

写真は参議院議員三原じゅんこ女性局長と→


